
水の事故の多くは岸から 3m以内でおきています。

それは誤って水に落ちてしまったことにより気が動転してしまい、

岸に戻りたくても戻れないからです。誤って水の中に落ちてしまったら、あわてて岸に戻

ろうとするのではなく、まず落ち着いて浮き身（背浮き）の姿勢をとりましょう。
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背浮きの状態に戻る

まずは浮き身（背浮き）をやってみよう。できる人は

エレメンタリーバックストロークに挑戦してみよう。

エレメンタリーバックストロークとは、呼吸がしやすく、水の抵抗を受けにくい泳ぎ方です。
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水上安全○×クイズの答え）①×　② ○　③×　④×　⑤ ○　⑥ ○　⑦×　⑧×
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